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研究成果の概要（和文）：インプラント周囲炎の治療法を検討、開発するために、イヌ

実験的インプラント周囲炎発症モデルを作製し、非外科的、外科的処置下で種々の除染

を行った。その結果、外科的除染が非外科処置と比較し周囲骨再生量が多いことが分か

ったが、顕著なアタッチメントゲインや骨量増加は認めなかった。進行したインプラン

ト周囲炎の治療には外科的対応が必要で、さらに新たな治療法の開発や予防が重要であ

ることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate the effectiveness of 
decontamination treatment for peri-implantitis. Peri-implantitis were induced on 
osseointegrated implants with placed in male dogs. For decontamination group, one 
side was randomly subjected to decontamination by non-surgical treatment (NST), 
while the other side received surgical treatment (ST) with flap operation; each 
decontamination (plastic scaler, ultrasonic scaler, Er:YAG laser). After each 
decontamination treatment, bleeding on probing were significantly improved. However, 
no significant changes in the attachment level and bone level were observed. 
Furthermore, ST improved all clinical parameters in comparison with NST. These 
findings suggest that decontamination with flap operation is effective treatment 
methods for peri-implantitis. 
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１．研究開始当初の背景 

インプラント周囲炎発症後の周囲組織の再生治

療法を確立することを最終的な目標とし、本研究

では周囲組織の再生効果が得られると考えられる

様々な再生療法を実験的に作製したインプラント

周囲炎動物モデルで比較検討し、より確実性の高
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いインプラント周囲炎の外科的治療法によって失

われたインプラント周囲組織再生方法を開発する。

そこで組織再生医工学を応用した新規インプラン

ト周囲炎治療法を確立することを最終的な目標と

し、本研究ではその臨床応用直前までの基礎研究

による新たなインプラント周囲炎の外科的治療法

の開発を目的とする。この研究目的を達成させる

ために、実験的ビーグル犬に実験的インプラント

周囲炎を発症後、われわれのクループで検討した

除染法で除染後、周囲組織再生に組織工学に基づ

く手法を導入し、総合的に検討し、より安全・確

実で効果的な治療方法の確立をめざす。 

 

 

２．研究の目的 

インプラント周囲炎は，インプラント周囲組織におけ

る支持骨の喪失を伴う炎症反応と定義されている．こ

のインプラント周囲炎の発症率は今後高くなると考え

られているが，治療方法は確立されていない．本研究

の目的は，実験的インプラント周囲炎に対する効果的

な除染処置を臨床パラメータの変化および組織学的

に比較検討することにより，新規インプラント周囲炎の

治療法を検索することにある． 

 

 

３．研究の方法 

(1) 雄雑種成犬に骨接合型インプラントを埋入後，イ

ンプラント周囲炎を惹起させた．骨接合型インプラント

は，直径 3.7 mm，長径 10.0 mmで，インプラントの表

面を microtextured (MTX) 処理された完全埋入型 2

回法 Tapered Screw-Vent®インプラント (TSVB10, 

Zimmer Dental, Carlsbad, CA, USA) を用いた．MTX

処理は，インプラント表面を被溶解性ブラスト材として

ハイドロキシアパタイト粒子を噴霧し，表面をマイクロ

ピット状にした後，硝酸による残留物溶解処理を施す

表面処理方法である．また本研究は，明海大学歯学

部動物実験倫理委員会の承認のもとで行った (承認

番号；A0704)． 

 

(2) 除染群としては，任意の片側はフラップ手術非併

用 (NST) 群，反対側はフラップ手術併用 (ST) 群と

し，各除染方法 (プラスチックスケーラー，超音波スケ

ーラー，Er:YAGレーザー) による処置を行った．各

除染方法の有効性をまず，臨床的パラメーターを用

いて比較した．雄雑種成犬に骨接合型インプラントを

埋入後，インプラント周囲炎を惹起させた．除染群とし

ては，任意の片側はフラップ手術非併用 (NST) 群，

反対側はフラップ手術併用 (ST) 群とし，各除染方

法 (プラスチックスケーラー(PS)，超音波スケーラー

(US)，Er:YAG レーザーEL)) による処置を行った．各

除染方法の有効性をまず，臨床的パラメーターを用

いて比較した (図 1)． 

 

(3) さらに採取した組織片から，インプラント周囲の研

磨切片を作製し，組織形態計測を行った結果，除染

後 4 週および 12 週において比較検討した．また，カ

ルセインとテトラサイクリンによる二重標識を行い骨動

態についても評価した (図 2)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 図 1 : 臨床的パラメーターの計測基準 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[図 2 : 組織形態計測の計測基準] 

 

 
４．研究成果 
(1) 臨床的パラメーターを用いて比較した．その結果，

プロービング時の出血において有意な改善を認めた

が，アタッチメントレベルや，骨レベルに変化を認めな

かった．さらに STは，NSTと比較しすべての臨床パラ

メータで改善を認めた (表 1)．本研究結果より，フラッ

プ手術を併用し除染を行うと，インプラント周囲炎の進

行を効果的に抑制させることが示唆された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[表 1 : 外科処置、非外科処置群での BOP の変化] 

12週において、外科処置群で有意に BOPが低下し

た 

 

(2) 組織形態計測の結果から，NST と比較し，ST は

新生骨の形成が多い傾向を示した．さらに，各種除

染方法の中では，超音波スケーラーによる除染が新

生骨の形成において，もっとも有効である傾向を示し

た (表 2)．また，二重標識による評価から，除染後 12 

週よりも，4 週の方が新生骨の形成が促進する傾向

が示された (表 3)． 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[表 2 : 組織形態計測結果① : 新生骨形成高さ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [表 3 : 組織形態計測② : 新生骨形成率] 

 

 

本研究の結果から， 

(1) 進行したインプラント周囲炎に対しては，外科的

アプローチが必要である。 

(2) さらに汚染したインプラント体表面の除染は，有

効性が確認されている既存の方法であっても時間を

かけて除染処置を行わないと十分な効果が得られな

い可能性が示唆された． 

 

今後，外科処置によるフラップ形成後のインプラント

体評論の除染については，物理的除染と化学的除染

の組み合わせが有効であることも示唆されたことから，

さらに物理的除染に関しては除染時間などの具体的

検討が必要であることが分かった． 
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